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項目 意見 修正の有無 町の考え方

1 － －

　有限な資材を分散し総合的な緩和策を行うより、コアコンピタンスの強化と創
造、総合的地域振興と競争意識下における相互協力を生み出すことだと思いま
す。
少子化及び高齢化の問題は進行形ですが結果ですので産業改革が最優先かと思い
ます。外貨を稼ぐことにより法人からの税収を増やすことを視野に入れ、同時に
上里町の特徴を生かすためにもまずは基本理念3の目標を具体的に定める必要があ
ると思います。
　基本目標12、13、15続いて14の連動プランとして。
　まず、具体的には農作物の活用です。整備農地も問題ですが、形が悪く売れな
い/作りすぎた作物は田畑に捨ててあります。まずはこれが活用できないかの提案
です。
　また「小麦」を使った名産を作ることも提案します。
　二番煎じでもいいのでうどんやパンなどでもいいと思います。産地の強みを生
かしてリーズナブルでリピートしたくなる定番を作っていくことにより農家と商
工会もリンクする可能性が広がります。イベントにも出せるでしょう。(例、OTA
マルシェ等)
　最後はイベント主催を含めたサブカルチャーです。
　本庄上里地域には音楽、本、ゲーム、スポーツチームが周辺地域も含め圧倒的
に少ないですが、周辺市町ではくすぶっているので現存の公共施設を利用し地方
TV、FM局などを利用し、音楽(コンテスト、フェス、ライブ)、Eスポーツ環境支
援。バスケ、バレー、マイナー競技等の室内競技のスポーツチームの招致、試合
会場提供、推進活動等を段階的に上里町が実行することより競争意識が生まれ周
辺市町村も含め大きな動きになると考えます。結果、基本理念を実現しやすく実
施イメージも強くなると考えます。

無

　ご指摘の通り、産業振興は町にとって重要な施策分野の
１つであり、これまでも注力して取り組んでまいりまし
た。
　農業振興における取組や、具体的な目標につきまして
は、本計画の他、個別計画である「上里町農業振興プロ
ジェクト」において設定しており、農作物の有効活用や特
産品の開発などについては、今後も継続して取り組んでま
いります。
　また、町民の様々な活動の支援についても、継続して支
援している取組がございますが、町民の皆様のニーズを把
握しながら、より幅広い支援について検討していきたいと
思います。
　これらのご指摘は担当課と共有するとともに、今後の事
業実施時の参考意見とさせていただきます。

2 64 水道の安定供給

　今後、将来的に民営化(コンセッション方式への移行)はしないで欲しいです。
　他国では民営化後、料金の値上がり、水質の悪化、サービス低下など良いこと
はなく、再び公営に戻しているそうです。他県では民営化が始まっており心配で
す。

無

　現時点で、本町では水道事業の民営化の予定はなく、現
状の体制を維持していく予定です。一方で、本町も将来の
人口減少が見込まれる中、水道施設の老朽化に対処してい
くことが求められています。水道事業の詳細については、
「上里町水道ビジョン」に記載されれていますが、長期的
な見通しの下、健全な水道事業の運営に努めてまいりま
す。

3 72 農業の振興

　他国では使用禁止の除草剤や殺虫剤を日本では多用していると知り、オーガ
ニックや自然栽培の野菜を求める人が増えてきていると感じます。
　全国的にも、「学校給食をオーガニックへ」という動きもありますので、上里
町でも、そのような野菜を「かみさとブランド」にしてはいかがでしょうか。
　また、「遺伝子組み換えやゲノム編集された作物は栽培しない町」と宣言する
のも良いと思います。
　「環境にやさしい農業」とはどういう農業でしょうか。化学農薬、化学肥料を
使わないことではないでしょうか。

無

　本町では「安全・安心・高品質」な農産物の安定生産を
図っており、様々な側面から安全で安心な農作物の供給を
振興しています。
　農業振興のより詳細な取組については、個別計画の「上
里町農業振興プロジェクト」において「人と環境にやさし
い生産の振興」において記載されているように、有機肥料
の利用促進や減農薬・減化学肥料による農作物栽培の推進
などに取り組んでいます。
　町全体としてどのようなスローガンをかかげて農業振興
を実施していくべきかについては、様々な意見があるた
め、ご指摘の意見については担当課と共有するとともに、
今後の事業実施時や計画策定時の参考意見とさせていただ
きます。
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